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☆もりを元気に！まちを元気に！！☆ 

 

 

平
成
27
年
1
月
23
日
、
ア
ー
ト
ピ
ア
付
知
交
芸
プ
ラ
ザ
で
、
中
津
川
北
商
工
会
付
知

支
部
と
付
知
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
共
催
の
「
付
知
町
新
年
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

来
賓
に
青
山
市
長
、
早
川
県
議
、
三
浦
市
議
を
お
迎
え
し
、
町
内
の
各
種
団
体
の
方
々

や
付
知
住
民
の
皆
さ
ん
180
名
以
上
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
は
な
か
な

か
お
会
い
で
き
な
い
方
と
も
付
知
の
今
後
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
い
、
大
盛
況
の
新
年
会

と
な
り
ま
し
た
。 

《
早
川
正
人
ま
ち
協
会
長
あ
い
さ
つ
よ
り
抜
粋
》 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
8
年
に
な
り
ま
す
が
、
付
知
町
の
人
口
は
合
併
当
時
予

想
さ
れ
た
人
口
減
少
値
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

住
民
の
方
々
の
働
き
が
急
激
な
人
口
減
少
を
お
さ
え
る
事
に
貢
献
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
ま
し
た
。「
文
化
財
保
存
会
」
の
取
り
組
み
で
は
、
毎
年

1
枚
ず
つ
後
世
へ
残
し
て
お
き
た
い
名
所
の
歴
史
や
由
来
を
看
板
に
し
て
着
実
に
残
す

事
が
出
来
て
い
ま
す
。
生
活
福
祉
部
会
で
は
、
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
中
学
生
と
の

郷
土
料
理
実
習
、
お
も
て
な
し
隊
と
し
て
の
婚
活
、
敬
老
会
等
、
付
知
中
の
多
く
の
方
々

の
協
力
の
お
陰
で
毎
年
続
け
る
事
が
で
き
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。「G

IN
Z

A

会
」

で
は
、
順
調
に
活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
行
わ
れ
る

G
IN

Z
A

マ
ル
シ
ェ
で
は

小
さ
な
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
付
知
銀
座
に
呼
び
込
み
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

「
老
人
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
国
道
・
付
知
川
の
美
化
作
業
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
他
で
は
、
中
学
生
と
の
意
見
交
換
会
、
中
学
生
と
保
育
園
児
と
の
合
同
避
難
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
の
中
で
、
中
学
生
の
提
案
に
よ
る
五
平
餅
ア
イ
ス
を
伊
那
屋

さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
試
作
し
て
、
つ
け
ち
夢
ま
つ
り
で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
も
新
聞
等
で
も
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
付
知
町
出
身
の
小
南
佐
年
さ
ん
が

自
分
の
ふ
る
里
付
知
に
「
熊
谷
守
一
つ
け
ち
記
念
館
」
を
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
も
熊
谷
守
一
記
念
館
が
あ
る
事
で
付
知
の
教
育
文
化
に
貢
献
し
て
い
ま
し
た

が
、
よ
り
一
層
、
子
供
達
か
ら
大
人
ま
で
文
化
水
準
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
も

の
と
思
い
ま
す
し
、
付
知
へ
訪
れ
る
人
が
増
え
る
事
も
予
想
さ
れ
、
付
知
の
活
性
化
に
大

い
に
役
立
つ
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

リ
ニ
ア
に
関
連
し
た
恵
北
地
域
の
道
路
整
備
の
件
に
つ
い
て
、
市
内
か
ら
離
れ
た
地
域

の
整
備
が
取
り
残
さ
る
事
の
な
い
よ
う
、
商
工
会
と
近
隣
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

一
緒
に
な
り
、
工
業
団
地
造
成
と
旧
恵
北
地
域
の
道
路
整
備
の
要
望
を
12
月
に
市
に
提
出

し
ま
し
た
。 

 

た
っ
た
六
千
人
の
小
さ
な
町
で
昨
年
一
年
間
で
も
多
く
の
取
り
組
み
が
出
来
た
と
思
い

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
県
や
市
か
ら
の
予
算
が
な
い
中
、
町
民
の
皆
様
の
寄
付
の

み
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
寄
付
と
い
う
の
は
本
当
に
不
安
定
な
財
源
で
す
。
し
か

も
、
な
か
な
か
住
民
の
皆
さ
ん
に
浸
透
し
て
い
か
な
い
の
も
事
実
で
す
。
ど
う
か
地
域
の

方
や
知
り
合
い
の
方
、
親
戚
の
方
に
声
を
お
か
け
頂
き
、
一
人
で
も
多
く
協
力
頂
け
る
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
人
に
や
さ
し
い
町
・
人
間
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
事
で
キ
ラ
リ
と
光
っ
て
生
き
残
れ
る
町
に
す
る
為
、
一
人
一
人
の
力
は
小
さ
く
て
も
住

民
の
絆
を
大
切
に
す
る
住
み
や
す
い
町
に
な
る
よ
う
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
  

５月１０日、市内初の「木の駅プロジェクト」が付知からスタートします。 
 

【木の駅プロジェクトとは】 
○「山に放かってある木（林地残材）を木の駅に出荷して、山をきれい 

にして、町が元気になって、地球温暖化ストップに少し役に立って 

そして自分にはご褒美の晩酌を。」がコンセプト。出荷した木材の代 

金としてハッピースタンプ会商品券を受け取り、町内で消費していた 

だくことで、地域経済が活性化します。 

○このプロジェクトは、２００９年頃に恵那市中野方で始まり、全国 

５０箇所以上に広まっているもので、中津川市内では初となる取り 

組みです。 

○山と町を両方元気にする取り組みですので、出来るだけ多くの皆さ 

んに出荷を頂きますよう、ご協力をお願いします。 

○出荷するには出荷者登録が必要です。先ずは、実行委員会事務局まで 

お問い合わせ下さい。 

【つけち木の駅プロジェクト実行委員会事務局】 
中津川市付知町８５８１－１（付知峡ひのき建築協同組合内） 

Tel８２－４５５４ Fax８２－４５９５ 
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３on3大会 そ
れ
を
自
分
た
ち
の
手
で
結
び
つ

け
、
さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
意
識

す
る
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
た
ち
な
り

に
地
域
の
課
題
を
見
出
し
取
り
組

ん
で
き
た
が
、『
地
域
の
宝
』
に
光

を
当
て
る
こ
と
を
意
識
し
す
ぎ
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
視
点
を
置
い
た
こ
と

が
無
か
っ
た
。
今
後
、
自
立
し
て

活
動
を
長
続
き
さ
せ
る
た
め
に

も
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
意
識
し
て
活
動

を
続
け
た
い
。」
と
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

～「平成２７年付知町新年会」開催～ 

昭和 49･50 年生 厄年御輿一同様  
100,000 円 

熊沢 和幸 様      50,000 円 
上  見  屋 様     100,000 円 
田口 幸子 様       50,000 円 
NPO つけち 様     100,000 円 
 

～ご寄付を 

いただきました～ 

ありがとうございました！ 

まちづくり協議会では今後も皆様のご意見を伺いながら、大切な寄付金を有効に活用させて 

頂きます。ご意見等ありましたら、事務局またはホームページまでお気軽にお寄せください！ 
 
編集・発行 付知町まちづくり協議会 広報委員会 ホームページ http://www.tsukechi-machikyo.org   

 

河川駐車場） 

 

 まちづくり女性の会「こびちゃん」主催の昨

年の森林キャンプ場での開催に続いて第二弾開

催決定！！ 

今回はアートピア付知交芸プラザに舞台を移

し、4 月 19 日（日）10：00 から 

「春
は～る

よ 恋
こい

！～桜の木の下で素敵な出会いを探

してみませんか？～」と題し、開催します。 

 当日は桜散策やゲーム、立食パーティーなど

内容盛りだくさん！立食パーティーでは「こび

ちゃん」のメンバーによる、桜ご飯やさるまい

ご飯を振る舞います。また、「じいばあず」より

味噌を提供して頂き、豚汁も用意します。 

 募集期間は終了してしまいましたが、大成功

となるよう、実行委員一同頑張っています。 

 こうした取り組みを続けて行くことで、少し

でも付知町の活性化に貢献出来たらと思い行っ

ています。 

 

        はーる こい 

婚活第２段☆春よ恋☆ 
が開催されます。 

 
☆まちづくりＭＵ-ＪＩＮ☆ 

を開催 
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  2 月 7 日（土）に福祉センターで、龍谷大学 脇

田健一教授（地域社会・地域づくり論專門）をお招きし、

「まちづくり MU-JIN」を開催しました。 

 脇田教授をお招きしての開催は 2回目となります。 

 今回参加したのは、こびちゃん、じいばあず、付知

GINZA 会、読み聞かせサークルおひさま、魚つかみ大

会実行委員会など各団体の方と市役所・総合事務所職

員、まちづくり協議会会員他 30 名が参加。 

 各団体より今年度の活動報告や反省、今後の活動など

について発表があり、それに対しての提案、意見交換を

行いました。締めくくりに脇田教授は「それぞれの活動

を豊かにして連携していくことが大事。次の世代をどう

取り込んでいくのかがこれからの課題。付知で産まれた

子供たちにここならではの遊びなどを思う存分経験さ

せ、子供たちにもこの地に愛着を持たせ、付知から離れ

た仲間からも《うらやましい！》と思われる活動を行っ

て下さい。」とのアドバイスをいただきました。 

 まちづくり協議

会では、今後も付

知町の活性化のた

めの活動や団体の

支援を積極的に行

っていきます。皆

様のご理解とご協

力をお願いしま

す。 
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着々と工事が進んでいます。【3 月 3 日現在】 

【3 月 11 日現在】 

 

 

写真提供：早川写真館 

http://www.tsukechi-machikyo.org/

